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1）Editor で参照ラスタを作成する

[Main]>[Edit] で Editor を開きます。
元となるベクタ ”01_VECTOR_GRID.rvc” を開いておきます。

Cell Value をオンにして値を入れます。

Cell Size を指定します。

OK を押すと元のベクタと同じサイズの
ラスタが作られます。

[Object]>[Create]>[Raster] で新規ラスタを
作ります。

元データ：01_VECTOR_GRID.rvc（ベクタ）

	 	 参照ラスタを使用したベクタ→ラスタ変換

[Select Implied Georeference] パネルで
開いておいたベクタデータを指定します。

〇ベクタの GRID と同じ大きさのセルを持つラスタを生成する。
〇参照ラスタを使用し、ベクタテーブルの値を持つラスタを作成する。
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新規ラスタを保存します（[Object] ＞ [Save as]）。

ラスタ名：
　　“02_ 参照用ラスタ 100m_ セル値 25.rvc”

2）ベクタ→ラスタ変換を行います。

このトグルをオンにし、
1）で作成した参照ラスタを指定します。

ここでは、セル値に数値フィールド
Internal.ElemNum を選択しました。
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3）結果のラスタを表示しました。
　元のベクタと同じ CRS や範囲を持つラスタが生成されています。

ベクタの Layer Info 生成されたラスタの Layer Info

Line タブで
Process: を「None」にします。

実行 [Run] します。


